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木
村

　
大
樹

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
古
代
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
学
位
申
請
論
文
は
、
古
代
の
大
嘗
祭
・
新
嘗
・
神
今
食
な
ど
、
天
皇
祭
祀
に
お
け
る
神

饌
供
進
儀
の
次
第
・
作
法
と
、
そ
の
祭
祀
構
造
、
周
辺
諸
祭
儀
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
、

古
代
神
祇
祭
祀
に
お
け
る
天
皇
親
祭
祭
祀
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
の
「
神
饌
供
進
儀
の
研
究
」
で
は
四
章
、
第
二
部
の
「
天
皇
祭
祀
の
周
辺
」
で
は

五
章
と
補
論
・
附
論
の
、
あ
わ
せ
て
八
編
を
収
め
、
最
後
に
附
録
と
し
て
、
史
料
翻
刻
二
編

を
収
録
す
る
。

　
第
一
部
「
神
饌
供
進
儀
の
研
究
」
で
は
、
天
皇
祭
祀
の
中
核
で
あ
る
天
皇
に
よ
る
神
饌
供

進
儀
に
つ
い
て
、
祭
神
、
神
饌
供
進
次
第
と
作
法
、
神
饌
、
そ
し
て
秘
儀
の
継
承
と
い
う
方

面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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第
一
章
「
天
皇
祭
祀
の
祭
神
」
で
は
、
大
嘗
祭
祭
神
論
の
諸
説
を
紹
介
・
分
析
し
、
天
皇

祭
祀
の
祭
神
に
つ
い
て
天
照
大
神
で
あ
る
こ
と
、
皇
祖
・
祖
神
祭
祀
が
第
一
義
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
た
。

　
第
二
章
「
神
今
食
の
神
饌
供
進
儀
と
本
義
」
で
は
、
九
条
家
本
『
神
今
食
次
第
』（
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
）
所
引
の
『
内
裏
式
』『
清
涼
御
記
』
両
逸
文
の
比
較
を
も
と
に
、
神
饌
供
進
儀
の

次
第
・
作
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
天
皇
祭
祀
の
本
義
に
関
す
る
先
行
研
究
の

論
争
を
整
理
し
、
寝
座
秘
儀
説
は
成
り
立
た
ず
、
天
皇
は
あ
く
ま
で
神
饌
供
進
の
親
供
作
法

に
専
念
し
て
い
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。

　
第
三
章
「
大
嘗
祭
の
神
饌
」
で
は
、
大
嘗
祭
神
饌
の
構
成
・
調
達
過
程
な
ど
に
つ
い
て
、

形
式
的
な
面
か
ら
考
察
を
行
い
、
鎌
倉
期
の
史
料
に
み
ら
れ
る
大
嘗
祭
神
饌
の
構
成
が
『
延

喜
式
』
段
階
ま
で
遡
り
う
る
こ
と
、
大
嘗
祭
は
悠
紀
・
主
基
の
斎
国
が
中
心
的
に
関
与
し
て

い
た
の
に
対
し
て
、
神
今
食
・
新
嘗
祭
で
は
神
祇
官
が
多
分
に
関
与
・
介
在
し
て
い
た
こ
と

を
論
証
す
る
。

　
第
四
章
「
神
饌
供
進
儀
に
お
け
る
「
秘
事
」
の
継
承
」
で
は
、
神
饌
供
進
の
作
法
と
い
う
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「
秘
儀
」
が
、
歴
代
天
皇
の
間
で
い
か
に
継
承
さ
れ
て
き
た
の
か
、
院
政
期
以
降
の
史
料
を
も

と
に
考
察
す
る
。
そ
の
中
で
、
神
饌
供
進
作
法
の
確
立
や
テ
キ
ス
ト
化
の
画
期
に
院
政
最
初

期
の
白
河
上
皇
の
存
在
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
、
習
礼
を
構
成
す
る
要
員
と
し
て
上

皇
の
存
在
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
部
「
天
皇
祭
祀
の
周
辺
」
で
は
、
天
皇
親
祭
の
周
辺
に
お
い
て
、
祭
祀
を
支
え
た
人
々

の
供
奉
、
前
後
の
付
属
祭
祀
に
よ
る
祭
儀
体
系
、
ま
た
天
皇
以
外
の
祭
祀
・
行
事
が
、
ど
の

よ
う
な
構
造
で
行
わ
れ
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
の
前
半
で
は
天
皇
祭
祀
の
祭
儀
体
系
と
御
体

御
卜
と
の
関
係
、
後
半
で
は
天
皇
祭
祀
と
中
宮
・
東
宮
・
斎
王
の
祭
祀
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
を
す
す
め
て
い
る
。

　
第
一
章
「
天
皇
親
祭
を
と
り
ま
く
人
々
」
で
は
、
神
今
食
・
新
嘗
祭
に
供
奉
し
た
「
小
斎
人
」

の
構
造
に
つ
い
て
、
卜
定
方
法
や
供
奉
の
関
与
度
合
い
に
差
異
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
考
察
し

て
お
り
、
そ
の
差
異
は
、
天
皇
の
次
第
・
動
き
と
連
動
し
、
中
和
院
内
に
お
け
る
参
入
可
能

区
域
の
違
い
と
し
て
、
空
間
的
・
視
覚
的
に
表
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
章
「
神
今
食
の
祭
儀
体
系
へ
の
一
試
論
」
で
は
、
神
今
食
の
前
後
の
諸
祭
儀
か
ら
な
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る
祭
儀
体
系
に
つ
い
て
考
察
し
、
御
体
御
卜
が
天
皇
の
祭
祀
適
合
性
を
予
備
的
に
判
断
し
た

と
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
疑
義
を
呈
し
た
見
解
を
表
明
す
る
。

　
第
三
章
「
御
体
御
卜
の
成
立
と
変
遷
」
で
は
、
第
二
章
で
扱
っ
た
御
体
御
卜
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
深
め
た
考
察
が
あ
る
。
御
体
御
卜
は
、
七
世
紀
後
半
の
数
代
の
天
皇
が
相
次
い
で
神

の
祟
り
に
よ
り
崩
御
し
た
と
類
推
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
持
統
天
皇
朝
頃
に
神
祟
り
を
周
期
的

に
予
見
す
る
祭
儀
と
し
て
成
立
し
た
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
第
二
章
を
受
け
て
、
御
体
御
卜
は

神
今
食
の
付
属
祭
儀
で
は
な
く
、
天
皇
の
身
体
を
介
し
た
天
下
全
体
の
平
安
を
見
通
す
大
規

模
な
理
念
を
持
っ
た
祭
儀
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
四
章
「
天
皇
と
斎
王
の
祭
祀
構
造
」
で
は
、
天
皇
祭
祀
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
伊
勢
斎

王
祭
祀
、
及
び
天
皇
祭
祀
へ
の
中
宮
・
東
宮
の
関
与
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
分
析
と
し
て
、

神
祇
官
に
所
属
し
た
「
戸
座
」
と
い
う
存
在
に
焦
点
を
当
て
、
戸
座
の
付
属
す
る
中
宮
は
天

皇
祭
祀
を
何
ら
か
の
形
で
補
助
し
、
斎
王
は
自
ら
伊
勢
に
お
い
て
天
皇
祭
祀
を
補
完
す
る
斎

王
新
嘗
祭
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
戸
座
が
付
属
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
東

宮
に
は
神
今
食
・
新
嘗
祭
へ
の
関
与
、
及
び
東
宮
独
自
の
神
今
食
・
新
嘗
祭
が
な
か
っ
た
で
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あ
ろ
う
こ
と
を
考
察
す
る
。

　
第
四
章
に
は
、
そ
の
結
論
を
補
強
す
る
附
論
と
し
て
「『
延
喜
式
』
に
み
る
聖
体
安
穏
祭
祀
」

を
付
し
、
天
皇
・
中
宮
・
東
宮
・
斎
王
の
身
体
（
聖
体
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
聖
体
安
穏
祭

祀
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
宮
主
・
御
巫
・
戸
座
と
い
っ
た
祭
祀
の
主
体
が
、
い

ず
れ
の
聖
体
に
付
属
し
た
の
か
、
ま
た
各
祭
祀
が
ど
の
聖
体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。

　
第
五
章
「
大
嘗
祭
の
場
と
天
皇
祭
祀
の
構
造
」
で
は
、
天
皇
祭
祀
の
場
の
問
題
か
ら
、
大

嘗
祭
と
神
今
食
・
新
嘗
祭
の
比
較
を
行
い
、
大
嘗
祭
が
一
代
に
一
度
、
天
照
大
神
に
「
衣
食
住
」

を
新
調
し
て
丁
重
に
遥
拝
す
る
性
格
に
重
点
が
置
か
れ
た
一
方
、
神
今
食
・
新
嘗
祭
は
恒
常

の
祭
祀
施
設
で
あ
る
神
嘉
殿
に
お
い
て
毎
年
定
期
的
に
神
饌
を
供
え
る
性
格
が
重
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
天
皇
祭
祀
の
場
を
大
内
裏
の
中
心
軸
上

に
配
置
す
る
構
想
が
平
安
京
造
営
時
に
遡
る
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
後
半
で
は
、
本
論

各
章
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
神
今
食
と
新
嘗
祭
、
お
よ
び
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
の

性
格
の
違
い
を
総
括
し
て
い
る
。
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な
お
第
二
部
で
は
、
本
論
の
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
設
け
て
い
る
「
古
代
祭
祀
・
儀
式
の
復

元
的
考
察
」
に
関
す
る
論
考
二
編
を
第
三
章
と
第
五
章
の
補
論
と
し
て
付
し
、
前
者
で
は
御

体
御
卜
奏
上
儀
、
後
者
で
は
祈
年
祭
の
班
幣
行
事
に
つ
い
て
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
視

覚
的
な
理
解
が
で
き
る
よ
う
考
察
し
て
い
る
。

　
結
語
で
は
、
本
論
で
は
中
心
的
に
扱
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
天
皇
祭
祀
と
国
家
祭
祀
と

の
二
重
構
造
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
展
望
を
踏
ま
え
て
論
じ
て
い
る
。

　
最
後
の
巻
末
に
は
、
天
皇
祭
祀
に
関
す
る
貴
重
史
料
で
あ
る
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
『
神

今
食
次
第
』
と
『
大
嘗
会
次
第
』（
い
ず
れ
も
九
条
家
旧
蔵
史
料
）
に
つ
い
て
、
解
説
と
翻
刻

が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
大
嘗
祭
研
究
に
つ
い
て
、
三
十
年
前
の
平
成
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
過
熱
し
た
論
争
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
が
、
令
和
の
大
嘗
祭
に
際
し
て
は
、
落
ち
着
い
た
環
境
の
な
か
で
地
道
な
研
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究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
時
代
と
比
べ
る
と
、
宮
内

庁
書
陵
部
・
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
大
嘗
祭
記
録
の
公
開
が
格
段
に
進
展
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
平
成
後
半
か
ら
令
和
に
か
け
て
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
お
い
て
、
数
多
く
の
論
考
を

発
表
し
、
大
嘗
祭
を
中
心
と
し
た
古
代
天
皇
祭
祀
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
一
人
が
学
位
申

請
者
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
特
質
は
、
大
嘗
祭
と
そ
の
周
辺
の
年
中
の
天
皇
親
祭
祭
祀
で
あ
る
神
今
食
・
新

嘗
と
を
、
古
代
の
、
お
も
に
平
安
時
代
の
詳
細
な
祭
式
次
第
書
を
用
い
て
、
祭
祀
・
祭
式
・

作
法
の
所
作
を
分
析
し
、
そ
の
作
法
の
仕
様
・
あ
り
方
を
丹
念
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

神
饌
供
進
儀
の
実
態
を
明
確
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
こ
と
で
あ
る
。「
第
一
部
　
神
饌
供
進
儀

の
研
究
」
の
四
章
の
論
考
に
お
け
る
実
証
的
成
果
は
、
今
後
の
天
皇
祭
祀
研
究
の
基
礎
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
本
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
方
法
と
し
て
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
祭
祀
・
祭
式

の
所
作
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
さ
に
「
祭
祀
の
研
究
」

の
到
達
点
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
二
部
「
補
論

　
御
体
御
卜
儀
の
復
元
的
考
察
」
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「
班
幣
行
事
の
復
元
的
考
察
」
に
お
い
て
、
儀
式
所
作
の
復
元
と
「
御
体
御
卜
」
の
映
像
化
に

取
り
組
ま
れ
、
可
視
化
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
祭
儀

の
意
味
を
明
確
に
で
き
る
新
た
な
方
法
論
と
し
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
真
摯
な

取
り
組
み
と
気
概
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
論
文
で
は
、
随
所
に
新
た
な
研
究
の
指
針
・
萌
芽
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
六
月
・
十
二
月
恒
例
の
神
今
食
の
祭
儀
体
系
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
前
段
で
行
わ

れ
る
御
体
御
卜
に
つ
い
て
、
従
来
定
説
化
し
て
き
た
天
皇
御
体
の
御
卜
が
祭
祀
適
合
性
の
有

無
を
判
定
し
た
と
み
る
先
行
研
究
に
疑
義
・
批
判
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
、
神
今
食
の
祭
祀
は
、

聖
体
安
穏
を
祈
る
祖
先
祭
祀
の
性
格
が
強
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
大
嘗
祭
に
限
ら

ず
天
皇
親
祭
祭
祀
に
関
し
て
、
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
の
広
が
り

が
期
待
で
き
る
。

　
中
世
へ
の
祭
式
・
作
法
の
新
た
な
展
開
を
予
測
で
き
る
論
点
と
し
て
、
令
和
の
大
嘗
祭
に

向
け
て
発
表
し
た
、
第
一
部
第
四
章
「
神
饌
供
進
儀
に
お
け
る
「
秘
事
」
の
継
承
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。
神
饌
供
進
作
法
の
確
立
と
継
承
に
お
い
て
院
政
期
白
河
上
皇
の
関
与
が
、
の
ち
の
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ち
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
予
見
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
時
代
性
な
ど
、
さ
ら
な
る
研

究
が
期
待
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
第
二
部
第
四
章
「
天
皇
と
斎
王
の
祭
祀
構
造
」
で
は
、
天
皇
祭
祀
に
関
連
し
て
、

伊
勢
斎
王
と
中
宮
・
東
宮
関
与
の
祭
祀
、
そ
の
補
論
と
し
て
、
天
皇
・
中
宮
・
東
宮
・
斎
王

の
身
体
（
聖
体
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
聖
体
安
穏
祭
祀
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
宮
主
・
御
巫
・

戸
座
ら
、
天
皇
祭
祀
と
深
い
関
係
性
を
も
つ
祭
祀
者
の
考
察
に
深
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
論

議
は
つ
ぎ
へ
の
展
開
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
最
後
の
「
結
語

　
古
代
天
皇
祭
祀
の
構
造
理

解
へ
の
展
望
」
は
今
後
に
向
け
た
研
究
姿
勢
と
し
て
、
天
皇
祭
祀
研
究
を
核
に
し
て
、
国
家

祭
祀
・
氏
族
祭
祀
な
ど
、
祭
祀
の
重
層
性
に
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
巻
末
に
収
録
さ
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
神
今
食
次
第
』『
大
嘗
会
次
第
』
二
書
の
解

説
と
全
文
翻
刻
は
、
基
本
史
料
を
重
視
し
て
き
た
本
論
文
の
立
場
が
よ
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　
本
論
文
は
、
古
代
に
は
じ
ま
り
近
現
代
へ
至
る
、
国
家
祭
祀
・
天
皇
祭
祀
・
神
社
祭
祀
な
ど
、

神
道
史
・
神
社
史
研
究
の
骨
組
み
の
部
分
に
つ
い
て
、
根
源
に
迫
っ
た
内
容
で
あ
り
、
そ
の

基
本
的
祭
祀
の
性
格
は
、
常
に
循
環
す
る
体
系
に
あ
り
、
祭
祀
の
原
初
の
カ
タ
チ
を
解
き
明
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か
し
た
業
績
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
提
出
者
木
村
大
樹
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ

れ
る
べ
き
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日

主
　
査

　
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授

　
　
岡

　
田

　
莊

　
司

　
㊞

　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
笹
　
生
　
　
　
衛
　
㊞
　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

准

教

授
　
　
小

　
林

　
宣

　
彦

　
㊞
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木
村

　
大
樹

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
神

道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
大
学
院
客
員
教
授
　
　
岡
　
田
　
莊
　
司
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
笹
　
生
　
　
　
衛
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

准

教

授
　
　
小
　
林
　
宣
　
彦
　
㊞
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